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演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　イラスト／なかにし和子

人口と面積＜平成14年10月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数89,598／男41,466／女48,132／世帯数38,637■推計人口　総数87,790／男40,452／女47,338／世帯数36,317　＜面積＞18.57㎞2

第
36
回
市
民
文
化
賞

　
広
瀬 

忠
子
氏
に 

決
定

ゴロゴロ(五六五六)橋

　昭和46年に完成した第２奥池(奥山貯水池)
に架かり、ゴロゴロ岳へと繋がる橋。
　剣谷山の最高峰であるゴロゴロ岳の名は、
標高565.6ｍをもじったものといわれる。

　
　
問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
　
1
#8
２
０
０
０

　
平
成
十
四
年
度
（
第
36
回
）
の
芦
屋
市
民
文
化
賞
に
広
瀬
忠
子
氏
が
選
ば
れ
、
十
一
月

三
日
「
文
化
の
日
」
に
北
村
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
文
化
賞
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
制
定
さ
れ
、
学
術
・
科
学
・
教
育
な
ど
の
研
究

実
践
や
芸
術
・
芸
能
・
体
育
な
ど
の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
、
ま
た
、
地
域
社

会
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
か
た
が
た
に
対
し
て
市
民
の
感
謝
を
こ

め
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　

　
広
瀬
忠
子（
ひ
ろ
せ
・
た
だ
こ
）氏

　
昭
和
二
年
生
ま
れ
。
春
日
町
在
住
。

　
昭
和
二
十
年
の
芦
屋
市
婦
人
会
創
立

当
初
か
ら
役
員
と
副
会
長
を
歴
任
さ

れ
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
婦
人
会
会
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
ほ
か
、
芦
屋
ユ
ネ

ス
コ
協
会
会
長
、
芦
屋
市
社
会
福
祉
協

議
会
評
議
員
、
芦
屋
市
赤
十
字
奉
仕
団

委
員
長
、
芦
屋
茶
華
道
協
会
会
長
、
国

際
交
流
協
会
理
事
、
花
と
み
ど
り
の
会
幹
事
等
数
々
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
本
市
の
社

会
福
祉
活
動
お
よ
び
社
会
教
育
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
現
在
ま
で
社
会
教
育
委
員
と
し
て
本
市
の
教
育
行
政
に

も
尽
力
さ
れ
る
等
、
広
く
地
域
文
化
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　

　30年以上にわたり同一の職種に従事し、優れた技能で社会に
貢献された市内在住のかたを、技能功労者として表彰します。
今年度は、次の８職種９人のかたがたが選ばれました。
　表彰式は、11月15日(金)の午前10時30分から、市民センター
203室で行います。

　琴・三弦修理 安田　文雄 氏 (61歳)　西山町
　左　　　　官 川北　衛 氏 (61歳) 竹園町
　理　　　　容 塚原　孝一 氏 (60歳) 竹園町
　クリーニング 渡辺　志朗 氏 (60歳) 竹園町
　建 築 大 工 西川　定雄 氏 (60歳) 南宮町
　電 気 工 事 片山　眞一 氏 (60歳) 茶屋之町
　表　　　　具 松本　吉博 氏 (60歳) 打出町
　表　　　　具 山本　義多加 氏 (67歳) 大桝町
　洋（和）菓子 石田　明 氏 (62歳) 精道町

問い合わせ　経済課　138-2033

技能功労者を表彰します

　
　
　
◇
◇
◇
　
　
受
賞
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
　
◇
◇
◇
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11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

※
「
１
１
９
番
の
日
」

　
消
防
活
動
へ
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
、
防
火
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
に
「
１
１
９

番
の
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
正
し
い
１

１
９
番
の
か
け
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

※
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
が
大
切
　

　
電
話
機
の
そ
ば
に
自
宅
の
住
所
や
電
話

番
号
な
ど
の
必
要
事
項
を
書
い
た
メ
モ
を

貼
っ
て
お
く
な
ど
、
正
確
な
通
報
が
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

※
１
１
９
番
通
報
で
大
切
な
こ
と

①
火
事
、
救
急
の
別

　
「
火
事
で
す
」
ま
た
は
「
救
急
で
す
」
と

は
っ
き
り
と
言
い
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証(

保
険
証)

は
、
十
一
月
三
十
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者

証
は
、
十
一
月
中
旬
に
配
達
記
録
に
よ
り

郵
送
し
ま
す
。

　
旧
の
被
保
険
者
証
は
、
十
一
月
三
十
日

ま
で
使
用
し
、
有
効
期
限
終
了
後
に
裁
断

し
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
被
保
険

者
証
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

◇
更
新
通
知
を
受
け
た
か
た
は
…

　
遠
隔
地
用
の
被
保
険
者
証
、
短
期
被
保

険
者
証
等
の
対
象
者
の
か
た
に
は
、
十
一

月
中
旬
に
更
新
通
知
は
が
き
を
送
付
し
ま

す
。
通
知
を
受
け
た
か
た
は
、
保
険
担
当

窓
口
で
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
必
要
な
も
の

　
更
新
通
知
は
が
き
、
印
鑑
、
被
保
険
者

証( 

学
・
遠 

の
証
を
含
む)

◇
更
新
期
間
お
よ
び
受
付
時
間

　
十
一
月
十
一
日
〜
二
十
九
日

(

土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後
零
時
四
十
五
分

〜
午
後
五
時
十
五
分

＊
十
一
月
二
十
四
日(

日)

、
十
一
月
三
十

日(

土)

は
、
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
の

間
、
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

　
重
複
加
入
や
加
入
も
れ
は
あ
り
　

　
ま
せ
ん
か

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た

が
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
、

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
が
な
い
と
、
保
険
料
が
重

複
し
た
り
、
医
療
費
の
返
還
を
求
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
ど
の
健
康
保
険
に
も
加
入
し

て
い
な
い
か
た
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に
　

　
代
え
て
短
期
被
保
険
者
証
等
を
　

　
交
付
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
公
平
性
を
期
す

る
た
め
、
納
期
限
後
一
年
を
経
過
し
て
も

な
お
保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
か
た
を
対
象

と
し
て
、
被
保
険
者
証
に
代
え
て
被
保
険

者
資
格
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
平
成

十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
四
カ
月
有
効
の

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
、
納
付
相
談

に
応
じ
な
い
か
た
、
納
付
誓
約
を
履
行
し

な
い
か
た
か
ら
順
次
、
資
格
証
明
書
の
交

付
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
十
二
月
か
ら
新
た
に
短
期
被
保
険

者
証
を
交
付
予
定
の
か
た
に
は
、
別
途
、

は
が
き
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

　
　
　
　
　
　
　
12
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
通
信
担
当
　
1
#2
２
３
４
５

問い合わせ　環境施設課　132-5391

〜
１
１
９
番
の
通
報
は
落
ち
着
い
て
正
確
に
〜

②
住
所(

場
所)

　
住
所
は
正
し
く
、
詳
し
く
言
い
ま
し
ょ

う
。
近
く
の
目
標
と
な
る
建
物
、
交
差
点

な
ど
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

③
火
災
・
事
故
等
の
状
況

　
落
ち
つ
い
て
火
災
・
事
故
等
の
状
況
を

正
確
に
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
く
だ
さ
い
。

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先

　
「
私
の
名
前
は
、
○
○
で
す
。
電
話
番

号
は
△
△
―
■
■
■
■
で
す
」

⑤
携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る
場
合

　
氏
名
と
携
帯
電
話
番
号
を
伝
え
、
通
報

後
も
電
源
を
切
ら
ず
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、
神
戸
市
ま

た
は
尼
崎
市
消
防
局
が
一
度
受
信
し
、
そ

の
後
、
芦
屋
市
消
防
本
部
に
転
送
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

電
話
が
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

は
じ
め
に
通
報
者
の
氏
名
、
携
帯
番
号
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
過
信
は
禁
物

　
正
し
い
１
１
９
番
通
報
で
消
防
車
や
救

急
車
は
現
場
に
向
か
い
ま
す
。
慌
て
て
場

所
な
ど
が
言
え
な
け
れ
ば
、
到
着
が
遅
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
私
は
火
事
や
事

故
を
起
こ
さ
な
い
か
ら
必
要
な
い
」
と
か
、

「
慌
て
な
い
で
通
報
で
き
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
っ
た
過
信
は
禁
物
で
す
。

　
こ
の
フ
ァ
ク
ス
は
、
一
般
電
話
お
よ
び

携
帯
電
話
の
１
１
９
番
通
報
が
で
き
な
い

か
た
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　地区の特性を生かしたきめ細かいまちづくりを進めるため、「芦屋市地区計画の区域内に
おける建築物の制限に関する条例」を制定し、平成15年１月１日から施行します。この条例
の対象区域内で建築物の新築や増改築などの建築行為をするときは、都市計画で定められた
用途地域等に基づく制限のほかに、条例の規定に基づいて、建築物の用途や容積率、建ぺい
率などについて制限を受けることになります。
■対象区域と主な内容　

南芦屋浜地区：中高層住宅地区、生活利便地区、業務・研究地区および公共施設地区の４地
区を設定し、地区ごとに建築物の用途の制限、敷地面積の最低限度、壁面の
位置の制限について定めています。

楠町西地区：中低層住宅地区、低層住宅地区および国道２号沿道地区の３地区を設定し、地
区ごとに建築物の用途の制限、高さの最高限度について定めています。

■建築行為をするときの手続き

　建築確認を受けるときには、建築基準法の関係規定として審査の対象となり、この条例に
適合しない建築物は確認を受けられません。

　兵庫県が策定する「都市計画区域マスタープ
ラン」および芦屋市の市街化区域・調整区域の
線引き見直し(第５回)の方針を閲覧します。
件　名　都市計画区域マスタープラン策定の方

針(兵庫県)、芦屋市の線引き見直しの
方針

期　間　11月５日～25日《平日の執務時間内》
場　所　都市計画課(市役所本庁舎北館３階)
※この方針について意見のあるかたは、閲覧期

間満了の日までに文書で都市計画課へ

問い合わせ　建築指導課　138-2114

地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例を制定

　秋季全国火災予防運動　11/9～11/15

◆重点目標◆

①放火火災予防対策の推進
②住宅防火対策の推進
③老朽化消火器事故防止対策の推進
◇老朽化消火器の廃棄方法◇

・消防署および環境処理センターでは
回収、廃棄は行いません。

・市内の廃棄取扱店は、マルイ商店
(123-0170)、森本商店(122-4803)です。
有料での持ち込みが原則です。

～消す心　置いてください　火のそばに～

　高額な消火器の点検
料を請求するなどのト
ラブルが多く発生して
いますので、ご注意く
ださい。消防本部・消
防署では、消火器の販
売および薬剤の詰替え
は一切していません｡

問い合わせ　消防本部予防課　138-2098

　住まいの安全を確認する目安の一つ
として、無料で住宅の簡易な耐震診断
を実施しています。９月末が申し込み
期限でしたが、11月末まで期間を延長
します。今年度が最終で、予算に達し
次第締め切りますので、診断をご希望
のかたはお早めに申し込みください。
■対象住宅

　昭和56年５月以前に着工の住宅(ツー
バイフォー住宅、丸太組み工法および
建築基準法第38条認定工法による住宅
は対象外)。詳しくは建築指導課へ

日　時　11月７日～10日、午前９時30分～午後４時30
分(昼休み：正午～午後０時45分）

会　場　環境処理センター
品　目　家具類約70点、自転車約30台(予定)
申し込み　１世帯につき、自転車・家具のいずれか１

品目に限る。重複・代理等の申し込みはで
きません

抽選日　11月11日(月)午後１時30分～
費　用　修理費用の一部(10,000円以内）
＊リサイクル品の引き取りは各自で行ってください

家具類と自転車のリサイクルフェア森茂子先生の
スケッチ１日教室

問い合わせ
公民館　135-0700

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
保
険
担
当
　
1
#8
２
０
３
５

問い合わせ　都市計画課　138-2073

都市計画区域マスタープラン策定
の方針(兵庫県)および

芦屋市線引き見直しの方針の閲覧

問い合わせ　建築指導課　138-2114

　
　
１
１
９
番
専
用
フ
ァ
ク
ス

　
　
　
#8
２
０
３
１
を
設
置
し
ま
し
た

日　時　11月22日(金)午前９
時30分～11時45分

　　　　（雨天中止）
会　場　西宮市
　　　　北山緑化
　　　　植物園
持ち物　水彩画を描ける道具
申し込み　当日、現地へ集合

【山手中学校校区の市民】

日　時　11月13日(水)午後２時～４時
会　場　市民センター・多目的室
【潮見中学校校区の市民】

日　時　11月14日(木)午後２時～４時
会　場　芦屋浜管理センター・大会議室
【精道中学校校区の市民】

日　時　11月20日(水)午後２時～４時
会　場　市民センター・301室
※お車での来場はご遠慮ください。

　自治会連合会の主催で、市民の皆さんと市長を
はじめ市の三役等が、「まちづくり」をテーマに
身近な問題について意見交換をします。

問い合わせ
芦屋市自治会連合会事務局

(コミュニティ課内)　138-2007

『まちづくり懇談会』
　　　　　　　を開催します

住宅耐震診断受付期間延長
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発
想
を
視
覚

化
す
る
過
程
の

喜
び
と
い
う
も

の
は
、
創
作
す

る
者
の
大
変
な

楽
し
み
で
あ
り

ま
す
。
形
を
整

え
、
色
を
入
れ

て
進
ん
で
い
く
、

発
想
の
と
お
り

い
っ
て
い
る
か
、

よ
り
感
動
し
た
も
の
に
描
か
れ
て
い
る
の
か

と
終
始
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
で
す
。

す
ご

　
今
で
こ
そ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
い
う
凄
い
マ

シ
ー
ン
が
登
場
し
、
コ
ン
マ
以
下
の
超
細
の
ラ

イ
ン
と
か
微
妙
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
も
、
楽
々

と
瞬
時
に
描
け
ま
す
。
今
回
受
賞
し
た
国
体
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
形
を
表
現
し
、
カ
ラ
ー
パ

レ
ッ
ト
か
ら
色
指
定
を
し
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
、
応
募
し
た
も
の
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア

ー
ト
の
世
界
で
は
、
３
Ｄ
ソ
フ
ト
を
駆
使
し
た

多
次
元
Ｃ
Ｇ
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
な
ど
も
人
間

の
感
覚
を
超
え
る
す
ば
ら
し
い
ア
ー
ト
で
あ
り
、

大
い
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
私
の
工
芸
学
校
時
代
や
石
油
会
社
デ
ザ
イ
ン

室
勤
務
の
頃
は
、
徒
弟
制
度
と
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
、
先
輩
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
精
神
訓
話
を

よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る

前
に
「
基
本
的
に
万
事
を
わ
き
ま
え
た
人
間
で

あ
れ
」
と
言
わ
れ
、
礼
儀
、
言
葉
使
い
な
ど
修

み
ぞ
さ
し

行
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
技
術
的
に
も
、
「
溝
尺

た
け
ざ
し

描
法
」(

竹
尺
の
溝
を
利
用
し
て
ガ
ラ
ス
棒
と
彩

に
か
わ

色
筆
で
描
く
方
法
）
と
か
、
岩
絵
の
具
を
膠
で

溶
い
て
描
く
技
法
な
ど
、
や
か
ま
し
く
た
た
き

こ
ま
れ
ま
し
た
。

　
時
代
は
移
り
、
私
自
身
、
そ
れ
ら
の
古
い
描

法
か
ら
現
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
作
ま
で
、
そ
の

変
遷
を
体
験
し
た
わ
け
で
す
が
、
合
理
的
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
の
よ
さ
も
わ
か
り
つ
つ
、
一

ま

方
で
は
書
道
に
お
け
る
墨
を
す
る
「
間
」
で
あ

ま

る
と
か
、
相
撲
の
仕
切
り
の
「
間
」
な
ど
、
次

に
至
る
気
持
ち
の
充
実
、
高
揚
も
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
体
験
で
き

た
尊
い
も
の
を
、
後
世
に
大
切
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
点
。
ア
ー
ト
に
関
わ
る
者

と
し
て
、
最
近
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昨
今
「
ジ
コ
チ
ュ
ー
」
な
る
虫
が
は
び
こ
っ
て
い

る
よ
う
で
、
街
の
中
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に

ス
プ
レ
ー
で
イ
ー
ジ
ー
に
落
書
き
し
、
景
観
が
毒

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
。
や
は
り
前
述
の
、
人

間
と
し
て
最
低
の
基
本
的
マ
ナ
ー
だ
け
は
守
っ
て
、

快
い
環
境
で
あ
り
た
い
と
切
望
い
た
し
ま
す
。

創造の喜び
デザイナー　和井田　行彦

時　間　午後１時30分～３時
会　場　あしや喜楽苑・地域交流スペース
定　員　先着30人
費　用　500円(資料代)
申し込み　電話で社会福祉協議会へ

介助ボランティア入門講座

はじめてみませんかボランティア

問い合わせ　社会福祉協議会　132-7530

　子どもから高齢者のかたを対象に健康と福祉に関す
る多彩な催しを行います。気軽にご参加ください。

第22回　あしや健康福祉フェア
～みんなでつくろう健康・福祉21～

≪であい・ふれあい・ささえあい≫

問い合わせ　健康課　131-1586

　西部第二地区では、事業の収束を勘案し、
清算期間を含め平成25年３月31日まで事業
期間を10年延伸する事業計画変更を、平成
14年10月７日付で行いましたのでお知らせ
します。都市整備課で、事業計画書を縦覧
しています。

再就職を希望する女性への支援講座　～聞いて得するセミナー～
問い合わせ　経済課　138-2033/FAX38-2176

時　間　午前10時～正午
会　場　芦屋市商工会館
定　員　先着50人
保　育　２歳～小学校就学前
申し込み　住所・氏名・電話番　
　　　　　号・保育希望の有無　
　　　　　を、11月13日(水)まで　
　　　　　に、電話またはファ
　　　　　クスで経済課へ

　再就職を希望する女性を対象に、心構えや、雇用の現状を紹介しながら、企業
の求める人材について考えます。

問い合わせ
都市整備課西部第二地区担当　138-2124

芦屋西部第二地区震災復興
土地区画整理事業の
事業計画変更のお知らせ

テーマ／講師
〔公開講座〕児童虐待、そしてＤＶを乗り越えて
／ＷＡＮＡ関西代表・藤木美奈子氏
被害者への法的支援
／同志社女子大学教授・奥村正雄氏
ＤＶと感じたら、まず相談／芦屋警察・県立女性
相談センター・女性センターＤＶ相談員
被害者サポート－わたしたちにできること－
／女のかけこみ寺　生野学園・齋藤恵美氏

会　場　女性センター
定　員　30人 (公開講座は40人)
一時保育　要予約。２歳以上就学前まで
申し込み　電話、ファクス、Ｅメール、はがきのいずれかで、住所・氏名・電話(ファクス)番号を女性センターへ

　たんすの中に眠っている大切な着物を、気軽に着
てみませんか？　簡単な着物の作り方、着方、アク
セサリーの使い方等をデザイナーマダムシュシュが
アドバイスします。(個別相談あり)
日　時　11月20日(水)午後１時30分～３時30分
会　場　女性センター
定　員　先着20人
申し込み　電話、ファクス、Ｅメール、はがきのい
　　　　　ずれかで住所・氏名・電話(ファクス)番
　　　　　号を女性センターへ

ＤＶ被害をなくすために

日　時　11月９日(土)午後１時30分～３時30分
会　場　ラ・モール芦屋１階広場
内　容　手品、ハーモニカ
　　　　コンサート、人形
　　　　劇、おやつの試食
　　　　会、相談等

子育てネットワークを広げませんか？

第3回育児支援フェスタ

芦屋市制50周年ウォール・ペインティング

記念大賞(左端は和井田氏)

日　時　11月９日(土)午前10時～午後４時
内　容
【健康相談フロア】会場：保健センター
歯の無料健診と相談、内科健康相談、薬相談、健康茶

こうごう しこう

の試飲、咬合力測定、歯垢・口臭チェック、歯の健康・
かかりつけ薬局パネル展示、栄養相談(生活習慣病予防)
【食生活フロア】会場：保健センター
肝臓にやさしい食生活、外食、飲酒時のメニューの選
び方(試食コーナー)
【健康づくり・看護フロア】会場：保健センター
カロリーチェック(要予約)、からだバランスチェック
(要予約)、アルコールパッチテスト、飲酒と食に関する
パネル展示、ウイルス性肝炎・エイズ予防のパネル展
示、腰痛予防体操、血圧・体脂肪測定
【福祉フロア】会場：医師会医療センター
点字パソコン・点訳器具の展示、手話講習会、福祉サー
ビス援助事業、生きがいデイサービス、移送サービス
紹介、ハートフル福祉公社紹介、福祉給食等の展示
【すこやか講演】会場：医師会医療センター
①時　間　午前10時30分～正午
　テーマ 　「絵本を使った子育て」
　講　師　 ほるぷフォーラム大阪代表・森ゆり子氏
②時　間　午後１時45分～２時45分
　テーマ　「中高年期の女性の健康」
　講　師　 由っ子クリニック院長・宮本由紀子氏
③時　間　午後２時45分～３時45分
　テーマ  「肝臓病の最近の話題」
　講　師　 芦屋病院・桐山和雄内科部長

問い合わせ　女性センター　138-2023/FAX38-2175
(〒659-0092 大原町2-6 ラ・モール芦屋２階　Eメール josei-ce@city.ashiya.hyogo.jp)

　女性センターからのお知らせ

日　程
11月22日

(金)
11月29日

(金)
12月６日

(金)
12月13日

(金)

女性センターミニ展示

「マダムシュシュ 油彩画展」
日　時　11月１日～28日、午前９時～午後５時　　
　　　　(土曜、日曜、祝日を除く)
会　場　女性センター

マダムシュシュの着物アレンジ
トータルファッションセミナー

　　　   女性センター相談
　　　　　 相談専用電話　138-2022

専門の相談員が相談に応じます(いずれも要予約)
◆女性の悩み相談

日　時　毎週月曜日、午後１時～４時
内　容　夫婦・家族関係、心の悩みなど
◆ＤＶ(暴力)に関する相談

日　時　毎月第１水曜日、午後１時～４時
内　容　夫や親しい関係にある男性からの暴力
     　　   (ＤＶ)など

日　時　11月８日(金)午後２時～４時
会　場　ルナ・ホール
テーマ　いい歯の日「口から始まる健康づくり」
講　演　「元気な料理学」
講　師　料理研究家・小林カツ代氏
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　テーマ
私だって働きたい～再就職するあなた
へのエール～
ワークシートによる適職発見
ハローワークの現場から～求人情報の
集め方、就職活動の仕方～
パソコンによる求人情報の検索と相談

日　程

11月18日
(月)

11月25日
(月)

講　師
川西市男女共同参画センターチー
フアドバイザー・井上チイ子氏
21世紀職業財団
ハローワーク西宮統括職業指導官・
丸山秀幸氏
ハローワーク西宮専門相談員

内　　容
高齢者への援助の基本的対応
車椅子介助の方法
食事介助の方法
衣服の着脱および移動動作

　  月　日
11月19日(火)
11月27日(水)
12月４日(水)
12月10日(火)

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【11月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。
●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。
●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

原田商会

越智商会

(有）大阪商会

西岡設備工業所

前忠工業（株）

中央水道工務所

(資）神明商会

22-0706

22-3708

32-6302

22-6900

31-8548

22-3552

22-3565

店　名 TEL 当番日

１、７、13、26

２、８、14、20

３、９、15、21、27

４、10、16、22、28

５、11、17、23、29

６、19、25

12、18、24、30

ア�ン�タ�ン�テ�
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■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
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■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ケーブルテレビ全般に関する問い
　合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Broad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160

フォーカス芦屋「税金よくあるＱ＆Ａ①」市・県民税編

「３Rの現場から  リサイクルの意識が見える」
メンバー募集・イベント情報・おやじの背中
「村山　　さん(芦屋タンポポ通信)」
「介護保険と在宅サービス」
「メールの整理と管理」
「第１回芦屋ハロウィン」「第14回あしや秋まつり」
「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
ふるさと昔話「海清寺の南天棒さん」
　　　　「すこやかな未来　地域の健康と医療～医療制度改革」
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05
25

40
50
　

00
20
25
45
50
00

発掘調査からわかる大坂城と芦屋の歴史

刻印石の謎を解く

　
徳
川
幕
府
に
よ
る
大
坂
城
の
改
変
は
、

げ
ん
な

家
康
没
後
の
元
和
六
年(

一
六
二
〇)

に
始

ま
り
ま
し
た
。
工
事
は
三
期
に
わ
た
り
、

寛
永
五
年(
一
六
二
八)

ま
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
天
下
普
請
」
は
、
西
国
の

六
十
四
家
の
大
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

参
加
の
命
を
受
け
た
大
名
は
、
外
様
大
名

が
多
く
、
工
事
の
負
担
は
著
し
く
経
済
力

　
今
年
は
、
一
月
以
来
、
市
教
育
委
員
会

が
市
内
三
カ
所
で
、
東
六
甲
採
石
場
の
発

掘
工
事
を
実
施
し
、
四
十
年
に
わ
た
る
研

究
の
歴
史
を
ぬ
り
か
え
る
大
き
な
成
果
が

も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
〜
三
月
に
行
わ
れ
た
市
水
道
部
六
麗

荘
浄
水
施
設
工
事
の
事
前
調
査
で
は
唐
津

藩
寺
澤
家
の
石
切
丁
場
が
み
つ
か
り
、
多

く
の
関
連
施
設
が
き
わ
め
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル

な
形
で
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
石
時
の
深
く
掘
り
こ
ま
れ
た
穴
、
記

号
の
彫
ら
れ
た
刻
印
石
、
切
断
過
程
の
わ

や
　
あ
な

か
る
矢
穴
石
、
そ
の
土
木
工
事
に
た
ず
さ

わ
っ
た
石
工
た
ち
の
建
物
跡(

飯
場)

や
鉄

製
の
道
具
類
を
作
っ
た
り
修
理
し
た
鍛
冶

炉
な
ど
が
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

出
土
遺
物
と
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
作
業

の
年
代
を
示
す
土
器
、
古
銭
、
フ
イ
ゴ
の

は
　
ぐ
ち

て
っ
さ
い

羽
口
、
鉄
滓
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

第
13
回 

富
田
砕
花
賞
に 

木
津
川
昭
夫
氏
　

受
賞
作
『
掌
の
上
の
小
さ
い
国
』

　
平
成
二
年
に
詩
人
・
富
田
砕
花
生
誕
百

年
を
記
念
し
て
市
が
創
設
し
た
富
田
砕
花

賞
は
、
本
年
も
全
国
各
地
か
ら
百
六
十
点

の
詩
集
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
受
賞
作
に
東
京
都
の
木

津
川
昭
夫
さ
ん
の
詩
集
『
掌
の
上
の
小
さ

い
国
』(

思
潮
社)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
本
詩
集
は
、
三
章
、
二
十
篇
の
詩
か
ら

成
り
、
二
十
一
世
紀
に
訪
れ
た
危
機
の
中

た
く
ま

で
、
生
命
力
の
逞
し
い
神
話
的
象
徴
性
へ

の
憧
れ
と
、
非
在
な
も
の
の
形
象
化
や
、

人
間
の
原
罪
を
描
き
現
代
を
見
つ
め
直
す

す
ぐ
れ
た
詩
集
で
す
。

せ
き
り
ょ
う

　
選
考
で
は
「
存
在
す
る
こ
と
の
寂
寥
と

生
命
力
へ
の
渇
望
を
、
周
到
な
目
配
り
と

＝贈呈式・記念講演＝

日　時　11月９日(土)午前10時～
会　場　市民センター401室
贈　呈　正賞　ブロンズ像
　　　　副賞　50万円
記念講演　｢連句と高浜虚子｣
講師　鈴木　漠氏(詩人・推薦委員)
申し込み　電話で生涯学習課へ

「第10回 住み良い芦屋をつくる」ポスター展

期　間　11月２日～10日
会　場　市民センター３階　空中通路
【小学生の部】

　特選・市長賞　潮見小学校６年　鈴木　誉久 さん
　特選・リサイクル推進会議賞　精道小学校５年　川野　名穂 さん
【中学生の部】

　特　選　山手中学校２年　大輪　美紗子 さん

明るい選挙啓発ポスター入賞作品展

　市内、小・中・高等学校の児童生徒の入賞作品を展示。
期　間　11月13日～25日　午前９時～午後９時30分
　　　　(火曜日休館、日曜日午後５時、最終日は午後４時まで)
会　場　市民センター空中通路(３階渡り廊下)

【小学生の部】特　選　精道小学校　浅井　直樹 さん

【中・高校生の部】特　選　芦屋大学附属高等学校　松島　舞 さん

　私たちのまち芦屋には、数多くの遺跡が眠っています。その一つ一つが芦屋という土地が歩んできた
長い歴史の宝庫です。毎年20件近くの埋蔵文化財の発掘調査が実施されていますが、今年は大坂城石垣
の採石場の発掘が３つも重なりましたので、その成果を紹介します。天下の大坂城と芦屋が、こんなに
関係していたのかと、きっと驚かれるものと思います。

出品作品募集

第53回 童美展

　「童美展」は、子どもの作品をホールに集結させた展覧会です。
“個々の創意を重視し、自由でたくましい魂の発展に寄与する”
という第１回展から変わらぬ目的のもと、集まってくる作品群は
美術博物館の壁面を埋め尽くし、ホールを熱気で包みます。

■会　期　12月３日～15日
■会　場　美術博物館　第２展示室、ホール、ギャラリー

■搬入・審査　11月29日(金)午前10時～午後３時(正午～午後１時を除く)
■対象　小学校就学前の幼児の作品　■費用　１点につき10 0円
(平面・立体合わせて１人３点以内)　■大きさ　縦・横２ｍ以内
で、未発表のもの　■応募方法　指定の応募要項に必要事項を
記入し、出品料・作品とともに搬入時に美術博物館へお持ちく
ださい。その場で審査します。
＊審査の上入選作品を展示し、入選証をお渡しします。
＊その他、詳細は応募要項を参照してください。

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◆

木
津
川
昭
夫(

き
つ
か
わ
・
あ
き
お)

氏

一
九
二
九
年
北
海
道
生
ま
れ
。

一
九
九
六
年
『
迷
路
の
闇
』
で
、
第
30
回

小
熊
秀
雄
賞
受
賞
。

一
九
九
九
年
『
竹
の
異
界
』
で
、
第
32
回

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
。

　
詩
誌
「
火
牛
」
、「
青
い
花
」
、「
日
本
未

来
派
」
同
人
。

　
日
本
現
代
詩
人
会
会
長
、
日
本
文
藝
家

協
会
理
事
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
等
。

　
　
風
の
ア
レ
ゴ
リ
ー

風
は
い
つ
も
何
か
を
問
い
か
け
て
い
る

風
の
部
族
は
騒
乱
を
起
し
ヒ
ト
は
棒
で
戦
う

世
界
の
果
て
か
ら
涯
を
貫
い
て
風
は
騒
ぐ

風
は
自
由
な
精
神
で
あ
る

風
は
老
獪
な
も
の
を
嫌
う

風
は
櫟
や
橡
の
実
を
転
が
す

猟
犬
に
風
は
戯
れ
る

風
は
高
原
の
日
光
き
す
げ
を
揺
ら
し
て
ゆ
く

風
は
北
の
火
の
色
を
し
て
い
る

風
は
南
の
海
の
色
を
し
て
い
る
　
　
（
以
下
略
）

　
木
津
川
昭
夫
『
掌
の
上
の
小
さ
い
国
』
か
ら
抜
粋

　応募総数200点の中から、審査の結果次の５点が入選となりまし
た。多数のご応募ありがとうございました。
　明日の町　つくるあなたの　その一票　　　横山　智美  さん
　考えて　その一票の　大切さ　　　　　　　池田　啓太  さん
　託そうよ　いろんな思いを　一票に　　　　中田　陽子  さん
　大切な　一人の一票　むだにせず　　　　　岩崎　治樹  さん
　明るい明日　つくるためには　まず一票　　大年　雅美  さん

「芦屋市明るい選挙啓発標語」の
　入選作が決まりました

問い合わせ　選挙管理委員会　138-2100

　
選
考
委
員
　
　
五
十
音
順

◆
伊
勢
田
史
郎
氏(

詩
人
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師)

◆
大
野
　
新
氏(

詩
人
・
元
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師)

◆
杉
山
平
一
氏(

詩
人
・
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授)

◆
安
水
稔
和
氏(

詩
人
・
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授)

　(

毎
週
水
・
日
曜
日
開
館)

●
応
募
詩
集
は
、
富
田
砕
花
旧
居
で
、

　
十
一
月
十
日(

日)

か
ら
展
示
し
ま
す
。

熟
達
し
た
手
法
で
紡
い
だ
、
す
ぐ
れ
た

詩
集
」
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

え
げ
の
や
ま

　
市
内
に
は
会
下
山
遺
跡(

高
地
性
集
落)

は
い
じ
　
あ
と

や
芦
屋
廃
寺
跡(

古
代
寺
院)

な
ど
特
色
あ

る
遺
跡
が
存
在
し
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
も
の
と
し
て
は
、
大
坂

城
の
石
垣
に
用
い
ら
れ
た
石
材
を
大
量
に

採
石
し
た
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
遺
跡
は
、
六
甲
山
地
の
山
間
と
山
麓
の

東
西
六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
・

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
広
が
っ
て
い

　
全
国
的
に
も
珍
し
い
お
城
の
石
垣
の
採
石
場
調
査

　
難
攻
不
落
と
い
わ
れ
た
天
下
の
巨
城

大
坂
城(

現
在
は
「
大
阪
」)

は
、
一
体

だ
れ
が
築
城
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
大
半
の
か
た
は
、
大
坂
城
と
聞
け
ば

あ
の
太
閤
秀
吉
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

豊
臣
秀
吉
の
築
い
た
城
だ
と
答
え
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
現
在
の
大
坂
城
は

豊
臣
氏
の
栄
華
を
ひ
き
ず
る
も
の
は
全

く
な
い
程
、
徹
底
的
に
徳
川
氏
が
改
造

し
た
城
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
思
い
違
い
は
、
す
で
に

江
戸
時
代
か
ら
あ
り
、
元
禄
四
年(

一

六
九
一)

、
オ
ラ
ン
ダ
人
ケ
ン
ペ
ル
が

書
い
た
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』
で
も

同
じ
誤
解
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
今
日
そ
の
威
容
を
誇
る
大
坂
城
は
、

慶
長
二
十
年(

一
六
一
五)

の
大
坂
夏
の

陣
の
後
に
徳
川
幕
府
が
全
面
新
築
し
た

も
の
で
、
豊
臣
氏
の
遺
構
は
そ
の
下
十

メ
ー
ト
ル
の
深
い
所
に
埋
め
込
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
今
年
の
発
掘
で
は
次
々
と
新
し
い
発
見
が
…

ま
す
が
、
そ
の
中
心
は
芦
屋
市
域
に
あ
り

ま
す
。
遺
跡
は
「
徳
川
大
坂
城
東
六
甲
採

石
場
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
文
化
財
保
護
の

対
象
と
な
り
、
土
木
工
事
の
前
に
は
実
態

把
握
の
た
め
の
分
布
調
査
や
発
掘
調
査
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
構
群
は
、
大
坂
城
関
係
の

採
石
場
と
し
て
全
国
で
初
め
て
の
発
見
で

す
。
四
月
に
は
六
麓
荘
町
一
三
八
―
一
・

一
三
九
―
二
番
地
で
も
刻
印
石
「
大
」
が

み
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
八
〜
十
月
の
調

査
で
は
、
城
山
の
山
麓
部
か
ら
も
多
数
の

刻
印
石
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
記
号
の
種
類
は
「

」
「

」

「

」
「

」
が
み
ら
れ
、
岡
山
藩
池
田

家
と
の
か
か
わ
り
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
刻
印
石
の
種
類
・
役
割
は
多
様
で
す
が
、

そ
の
分
布
か
ら
工
役
を
し
た
大
名
の
石
切

丁
場
を
特
定
で
き
る
も
の
が
あ
り
、
芦
屋

の
山
に
全
国
各
地
か
ら
足
を
踏
み
入
れ
た

各
藩
大
名
の
活
発
な
採
石
活
動
が
復
元
で

き
ま
す
。

　
こ
ん
な
身
近
な
場
所
に
も
、
中
央
の
歴

史
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
、
近
世
芦
屋
の

人
々
の
地
域
史
が
あ
る
の
で
す
。

を
弱
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
装
大
坂
城
に
使
用
さ
れ
た
石
垣
個
数

は
お
よ
そ
二
〇
〇
万
個
と
推
定
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
約
半
数
が
御
影
石
と
し
て
知
ら

れ
る
六
甲
花
崗
岩
で
す
。
芦
屋
の
土
地
は

う
じ
か
ね

当
時
尼
崎
藩
領
で
、
領
主
の
戸
田
氏
鉄
は

大
坂
城
再
築
工
事
の
普
請
奉
行
を
つ
と
め

て
い
ま
し
た
。
良
質
の
花
崗
岩
の
存
在
、

そ
し
て
当
時
の
領
主
と
の
関
係
が
、
ま
さ

に
大
坂
と
芦
屋
を
強
く
結
び
つ
け
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。

問い合わせ　美術博物館　138-5432

問い合わせ　選挙管理委員会　138-2100

問い合わせ　環境施設課　132-5391 六麓荘浄水場の発掘調査現場からみつかった採石場

掘立柱建物や礎石建物がみつかり
ましたが、いずれも簡易な構造。

巨石の真ん中をまず切り離したよう
すがよくわかります。

採石に必要なタガネやゲンノウなど鉄
製の道具を修理したと思われます。

寺澤家石切丁場から

　　　　　発見された刻印石

刻印「て」のみつかった巨石

寺澤の「て」を強調した刻印で、
自然石に彫っていました。

刻印「て」の拡大

肥前唐津藩寺澤廣高(12万3千石)の
刻印で、同家の石切丁場が特定で
きる調査成果がありました。

六麓荘浄水場の発掘調査現場から出土した遺物

備前焼すり鉢片

石材を採掘した穴の底からみつかり
ました。17世紀初頭頃。

古　銭

絵銭(えせん)と呼ばれるもので、駒
曳(こまひき)図が描かれています。

丹波焼すり鉢片

建物周辺から検出された採石活動
の年代を示す陶器。

鉄　滓 (てっさい)

炉底にたまった鉄くずの固まりで、
フイゴ(送風管)の先端がガラス状に溶
けています。

城山山麓(山芦屋町)の発掘調査現場からみつかった採石場

刻印石「　 」

刻印石「　 」

刻印の性格を調べる調査員

十曜星に一の刻印で、岡山藩池田家
の丁場を示すものでしょう。

大名を特定できない刻印で、自然の
巨石からみつかりました。

刻印「　」「　」が認められます。
大坂城石垣としては小ぶりの石材。

切断途中の石材

一つずつ刻印を入念に観察し、その目的などを検討

六麓荘町138番地他の

　　　採石場発掘地点

刻印「大」の
みつかった巨石

岩ケ平刻印群では初めて
確認された記号です。

刻印「大」の拡大

「大」の刻印は１石だけです。
警察学校グラウンド内(朝日ケ
丘町)にあり、長州藩毛利家の
丁場と関係があるようです。

徳
川
氏
の
大
坂
城
と
は

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
1
#8
２
０
９
１

同時開催「美術のかたち。」

好評いただいている当館のワークショップを会期中に行います。

水道部の建設工事に先立って約1,500㎡が全面発掘

発掘前の遺跡

石工たちの作業小屋

矢穴のみられる巨石

鉄の道具を修理した鍛冶炉

問い合わせ　文化財課　131-9066

　
再
築
大
坂
城
と
六
甲
花
崗
岩
の
巨
石
採
取

問い合わせ　図書館　131-2301問い合わせ　文化振興財団　131-4962(〒659-0068 業平町8-24)

経済課からのお知らせ

え
さ

■
イ
ノ
シ
シ
に
餌
を
与
え
な
い
で
！

　
イ
ノ
シ
シ
に
は
絶
対
餌
を
与
え
な
い

で
く
だ
さ
い
。
イ
ノ
シ
シ
は
、
生
ご
み

あ
さ

を
餌
と
し
て
漁
り
ま
す
の
で
、
生
ご
み

は
、
必
ず
ご
み
回
収
日
の
朝
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
や
猫
の
残
餌
も

イ
ノ
シ
シ
の
餌
と
な
り
、
イ
ノ
シ
シ
が

は
い
か
い

市
街
地
を
徘
徊
す
る
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
過
去
に
、
イ
ノ
シ
シ
が
市
街
地
を

徘
徊
し
、
人
家
の
庭
を
荒
ら
す
、
飼
犬

を
襲
う
、
人
が
持
っ
て
い
る
買
い
物
袋

に
噛
み
つ
い
た
り
、
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
い
驚
い
て

人
が
転
ん
で
け
が
を
す
る
等
被
害
が
出
て
い
ま

す
。

　
★
も
し
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
た
と
き
は

　
①
逃
げ
ず
に
大
き
く
手
を
振
っ
て
追
い
払
う
。

　
②
石
を
投
げ
た
り
し
て
、
危
害
を
加
え
な
い
。

■
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ご
注
意
を
！

　
十
一
月
十
五
日
〜
二
月
十
五
日
は
、
狩
猟
が
解

禁
に
な
り
ま
す
。
狩
猟
者
は
、
狩
猟
に
際
し
て
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
登
り

や
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ
さ
れ
る
ハ
イ
カ
ー
も
、
目
立

つ
服
を
着
る
等
十
分
気
を
つ
け
、
事
故
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■
11
月
は
、
松
く
い
虫
防
除
強
調
月
間
で
す

　
松
枯
れ
の
多
く
は
松
く
い
虫
に
よ
る
病
害
で
す
。

市
内
で
松
く
い
虫
に
よ
る
枯
松
の
所
有
者
で
、
枯

れ
松
の
処
分
を
考
え
て
お
ら
れ
る
か
た
は
、
経
済

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
松
く
い
虫
の
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
伐
倒
、
薬
剤
塗
付

等
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
に
事
前
に
申
請

手
続
き
を
し
、
認
定
さ
れ
ま
す
と
伐
倒
の
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。(

事
前
の
手
続
が
必
要
で
す)

図書館
講演会

「源氏物語における
　コミュニケーション」

講　師　高木　和子 氏　(関西学院大学助教授)

日　時　12月１日(日)
　　　　午前10時30分～正午
会　場　図書館２階集会室
対　象　一般成人
定　員　80人(予約制)
申し込み　電話または
　　　　　窓口で受け付け

震災8年　　　　　　

芦屋・あすに向かって
ハンガリー室内オーケストラ
ニューイヤー・コンサート 2003

日　時　平成15年１月18日(土)
　　　　午後３時開演(２時開場)
会　場　ルナ・ホール
入場料　 前売3,500円　当日4,000円　
　　　　　 ※前売り券売り切れの場合、当日券の発売はいたしません。
　　　　 　※就学前児童の入場・同伴はご遠慮ください。
チケット発売　市民センター内グリル業平、モンテメール大蓄、市役所売店、
　　　　　　　文化振興財団、チケットぴあ、ローソンチケット
　※市民のかた30人をご招待：はがきに、住所・氏名・電話番号を明記し、
　11月11日(月)＜必着＞までに、下記「ニューイヤー・コンサート係」へ。　
　当選は招待券の発送をもってかえさせていただきます。

全席指定

フイゴ先端

共演・神作敦子共演・神作敦子(ヴァイオリン・芦屋在住ヴァイオリン・芦屋在住)共演・神作敦子(ヴァイオリン・芦屋在住)

経済課　138-2033
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不燃ごみ 収集カレンダー

問い合わせ
　(粗大ごみの申し込み)　　 受　付　122-2166
　(ごみの持ち込み)　　 環境施設課　132-5391
　(ごみ収集全般)　 環境サービス課　122-2155

※町ごとに決められた曜日(月曜～金曜)に出してください。

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊婦お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯周病予防教室

助産師による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H14.7.1～15生まれ
H14.7.16～31生まれ
（無料）

H13.11月生まれ（無料）

H13.5.1～15生まれ
H13.5.16～31生まれ
（無料）

H11.7月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎、喘息
等の相談

歯の無料相談等
歯科医師会館

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

子育ての悩み
ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制）
子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O-157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談
事業所検診
（電話予約制）

有料。入学・就職時等の診
断書作成、診察、尿・血液検
査、胸部X線、心電図、エ
イズ検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウィルス検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）

老人の痴呆
うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等の相談
(精神科専門医）

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

介護者のつどい
託老希望の方は要事前連絡

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

12日
13：30～14：30

14日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

1日・15日
13：00～14：00

19日
13：30～14：30

8日
10：00～12：00

18日
13：30～15：30

5日・12日
10：00～12：00

18日
13：30～15：30

随時

21日
9：30～10：30

25日
9：45～11：30

5・26日
13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

14・28日13：15～14：00
場所　保健センター

7日13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

11・12/2日
9：30～10：30

20日
13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申込みください

1月分予約受付中
9：15～

12月分予約受付中
9：30～10：00

19日
9：30～11：00

12・26日
13：00～15：00

18・21・25・28・12/5日
9：15～

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

受付随時　提出日：5・12・
19・26・12/3日　午前中

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

1・12日
9：30～10：30
　血液検査前
　4時間絶飲絶食

今月はありません

■日曜・祝日救急当番医

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成14年9月19日（木）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　　雨　

前　日　　雨　
前々日　雨／晴れ

晴　れ
27.3

晴　れ
22.7

流入水
　26.1
　　7.2
　   72
　   75
220,000

処理水
　25.3　
　　6.8　
　5　
　2　
　0　

流入水
　24.8
　　7.2
　    90
　 163
79,000

処理水
　24.2　
　　6.4　
　2　
　1　
　2　

平成14年10月2日（水）

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

11月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　　　　　１　２
３　４　５　６　７　８　９
10　11　12　13　14　15　16
17　18　19　20　21　22　23
24　25　26　27　28　29　30

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

12月

日　月　火　水　木　金　土
１　２　３　４　５　６　７
８　９　10　11　12　13　14
15　16　17　18　19　20　21
22　23　24　25　26　27　28
29　30　31

ペット
ボトル

印は非回収日

印は非回収日

ペット
ボトル

●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）
●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
11/３　明石歯科医院 1３１－１５６０
11/４　あらまき歯科医院 1３４－６４８３
11/10　池沢歯科医院 1３２－１７８０
11/17　いけだ歯科 1３５－４１８２
11/23　石原歯科医院 1３１－１３８８　
11/24　稲垣歯科医院 1２２－２８７０
12/１　宇賀歯科医院 1２２－４０７４
●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
11/１　中村医院(内) 1２３－０４６８
11/８　吉田内科クリニック(内) 1３８－７２１０
11/15　冨永医院(内、小) 1２２－３８２３
11/22　鈴木小児科(小) 1３４－０７６６
11/29　林整形外科外科医院(整、外)　　　　

1３２－８８８０
12/６　大森医院 1３２－３９９７
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
　時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)
●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20 106-6436-8701）

●芦屋病院健康教室
日　時　11月20日(水)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側(東側)ロビ－
テーマ  「風邪とインフルエンザ」
 ①「風邪とインフルエンザはどう違う？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 金山良男副病院長
②「風邪とインフルエンザの薬」　　 鈴木知佐子薬剤師
③「インフルエンザの診断、すぐ出来ます」

　中村法子臨床検査技師
 ④「風邪とインフルエンザに負けないために」

　三村恵看護師
問い合わせ　芦屋病院総務課管理担当

●糖尿病教室
日　時　11月８日(金)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ　「糖尿病と血管合併症」
講　師　新井武志内科主任医長
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●プレおや教室(母親学級)～沐浴クラス～
日　時　11月16日(土)午前９時30分～11時30分
会　場　保健センター
内　容　「父親としてできることを考えよう」ほか
持ち物　母子健康手帳、テキスト代200円
定　員　20組(予約制)
問い合わせ　保健センター

●健康講座「大腸がんの予防について」
日　時　11月22日(金)午後１時30分～３時30分
会　場　保健センター
講　師　本田外科胃腸科院長・本田稔氏
定　員　30人(予約制)
問い合わせ　保健センター

●ポリオ(小児マヒ)ワクチンの服用
日　時　11月12日(火)、18日(月)、27日(水)
　　　　午後１時30分～２時30分
会　場　保健センター
対　象　平成13年８月１日から平成14年７月31日の間に
　　　　生まれた乳幼児と、今までに２回の服用がすん
　　　　でいない90カ月(７歳６カ月)未満の小児
※ＢＣＧ、はしか、風しん、おたふくかぜ、水ぼうそう
　の予防接種後４週間以内、その他の予防接種後１週間
　以内のかたは服用できません。
持ち物　ポリオ予防接種申込書、体温計、母子健康手帳
問い合わせ　保健センター

●幼児の食事とおやつの教室
日　時　11月15日(金)午前10時～11時30分
会　場　保健センター
内　容　体調の悪いとき( 熱、下痢、便秘等) の食事と与
　　　　え方(試食、育児相談あり)
定　員　30人(要予約)
問い合わせ　保健センター

●ぜん息予防のめだか水泳教室
対　象　市内在住で軽度のぜん息、ぜん息様気管支炎の
　　　　子どもで①平成10年４月２日～11年６月１日生ま
　　　　れの子と親(親子で入水)②平成８年４月２日～10
　　　　年４月１日生まれの未就学児③現在小学１～３年生
期　間　平成15年１月15日～３月19日(毎週水曜、全10回)
　　　　午後３時～４時30分
会　場　海浜公園プール(浜風町30-1)
申し込み　はがきに、参加希望の番号、住所、電話番号、
　　　　　子どもの氏名と生年月日、最近の受診日、ほ
　　　　　かの水泳教室の通所の有無を記入の上、11月
　　　　　15日(金)＜消印有効＞までに保健センターへ
問い合わせ　保健センター(〒659-0065 公光町5-10)

－

今月はありません －

（ ）
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◆芦屋ハートフル福祉公社職員募集
�常勤の専門職員。月給248,450円(大卒
28歳諸手当込み)。採用予定日は平成15年
３月１日　�昭和42年４月２日以降生ま
れで、介護支援専門員と社会福祉士の有
資格者、１人　�11月15日(金)＜必着＞
公社所定の履歴書に記入※詳細は下記へ
�芦屋ハートフル福祉公社(138-3122)

◆芦屋病院でのボランティア募集
�①患者への手助け等…月～金曜日の９
時～12時・13時～15時30分を月２～３回、
②カルテセット等…毎月第１土曜日13時
～15時　�社会福祉協議会(132-7530)

◆コミュニティ課からのお知らせ
�＆�コミュニティ課(138-2007)
【毎月第２火曜日は公正証書相談の日】
�11月12日(火)13時～16時　�遺言書、
金銭貸借・土地建物賃貸借契約書等
【毎月第３水曜日は行政相談の日】
�11月20日(水)13時～16時　�行政への要望等

◆リサイクル教室のお知らせ
�古ぎれで作る干し柿の壁飾り　�11
月15日(金)13時30分～15時30分　�市役
所南館地下１階消費生活センター　�裁
縫道具一式　�材料費(100円程度)	�
＆�消費生活センター(138-2034)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆�上宮川文化センター(122-9229　
〒659-0061 上宮川町10-5)
【ひよこひろば】
�11月７日・21日(木)13時30分～14時30分
�親子での自由遊び等　�２歳児(４月１
日現在)と保護者、各16組(先着)　�11月
６日(水)９時30分から電話で上記へ
【親子映画会 リスのバナー／豆象武勇伝】
�11月21日(木)・22日(金)10時10分～　
�幼児と保護者　�当日直接会場へ
【親子ひろば見学会】
　来年度の親子ひろば入級希望者の見学
を受付中。対象は３歳児(平成15年４月１
日現在)と保護者。詳細は電話で上記へ
【シネポケット“ひゅーまん”】
�＆�11月６日「アミスタッド」／13日
「こころの湯」／20日「ふたりのロッ
テ」／27日「人間の約束」(いずれも水
曜日)13時30分～　�30人(当日先着順)

◆母子家庭バスツアー
�＆�11月29日(金)21時40分精道小学校東
側集合、30日(土)東京ディズニーシー、12
月１日(日)７時芦屋着(車中２泊)　�中学
生以上10,000円、小学生以下5,000円、０～
３歳児は無料　�先着38人(必ず親子で参
加)　�11月５日(火)９時から電話で下記
へ　�児童課児童福祉担当(138-2045)

◆花と緑の講習会のお知らせ
�①冬から春へ向かって花壇を彩る植物

いや
たち②和の素材であしらう癒し空間～コ
ニファー編③和風の寄せ植えを作ってみ
よう！　�①11月20日(水)②11月22日
(金)③11月25日(月)いずれも13時30分～
15時30分　�緑の相談所　
緑の相談
員　�①無料②③3,000円　�18人　�
①③11月18日(月)②11月15日(金)までに
下記へ※受講者に花苗プレゼント　�都
市整備公社みどりの課(138-2103)

◆身体障害者移動相談
�11月29日(金)９時30分～　�伊丹市立
障害者福祉センター　�身体障害者手帳
所持の肢体不自由者　�障害福祉課
(138-2043)

◆スポーツ振興課の催し
�文化振興財団スポーツ振興課(131-8228)
【元気体操／健康いす体操】
�①第３期ふれあい元気体操(初級エアロ
ビクス)②第３期健康いす体操　�12月５
日～平成15年３月27日、木曜日(全15回)
①13時15分～14時15分②14時30分～15時
30分　
久木田範行氏　�体育館・青少
年センター多目的室　�①20人②15人　
�①7,500円②7,000円　�11月２日13時～
８日に電話で上記へ(応募多数は抽選)
【第３期がんばりエアロ】
�エアロビクスに慣れてきたかた　
�11月29日～平成15年３月28日、金曜
日(全15回)13時30分～14時30分　
福田
聖子氏　�体育館・青少年センター多目
的室　�20人　�7,500円※空きがあれ
ば１回券(600円)を販売　�11月２日
(土)11時～体育館・青少年センター１階
窓口または電話で上記へ(先着順)

◆冬も海浜公園プールで運動を！！
　海浜公園プールは、寒い冬も快適に泳げ
る温水プールです。さまざまなショート
レッスンのほか、多目的室ではエアロバイ
クやダンベル等のご使用もできます。さあ
海浜公園プールで運動しましょう。
�火～土曜日10時～21時(入場は20時ま
で)、日曜日・祝日９時～18時(入場は17時
まで)、月曜日(祝日の場合はその翌日)
は休み　�海浜公園プール(122-8861)

◆図書館の催し
�図書館(131-2301)
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�11月２日、９日、16日、30日(いずれも
土曜日)14時～15時　�図書館・おはな
しのへや等　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�11月９日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター・和室　�４歳以上
【金曜シネサロン】
�＆�11月１日「ゴッホ」／８日「七
人の侍」／15日「荒野の七人」／22日
「赤ひげ」／29日「哀愁」(いずれも金
曜日)13時30分～　�図書館・集会室

◆芦屋病院院内コンサ－ト
�11月17日(日)14時30分～15時30分　�芦
屋病院外来棟５階ホ－ル　�音とことばの
おもちゃ箱　�大冨栄里子・一ノ瀬夏美
(ピアノ連弾)、安生直美(朗読)　�芦屋病
院総務課管理担当(131-2156)

◆谷崎潤一郎作品朗読会「細雪」
�11月７日(木)13時30分～15時　�朗読
グループＲＳＴ　�入館料300円　�＆
�谷崎潤一郎記念館(123-5852)

◆国際交流教会(ACA)の催し
�国際交流協会(134-6340)
【ACAセミナー～世界遺産シリーズ～】
�①第59回タイ②第60回モーリタニア
③第61回ウルグアイ　�①11月11日②
11月18日③11月25日(いずれも月曜日)18
時30分～20時　
①ジャルワッタナヨ
ン氏②ベシル氏③ぺトロチェリ氏　�国
際交流協会　�各回会員500円、非会員
1,000円(資料・お茶代)　�30人(要予約)
【第66回ACAトワイライトコンサート 】
�子守歌　�11月15日(金)18時～19時　
�ラ・モール芦屋１階広場　�100人　
�隈本由紀子、石原晴美、前田伊都子
【在住外国人対象市内バスツアー】
�11月16日(土)12時45分～17時　�国際交
流協会→谷崎潤一郎記念館、海洋体育館
ほか　�市内在住在勤在学外国人、40人

◆社会福祉協議会の催し
�社会福祉協議会(132-7530)
【高齢者こころの相談・健康相談】
�11月13日(水)、21日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�11月16日(土)９時30分～11時30分　
�福祉会館　�男性60歳、女性55歳以
上の独身のかた
【第96回高齢者「会食懇談会」】
�11月28日(木)12時～　�老人福祉会館
�市内70歳以上のかた40人(先着順)　
�500円　�11月13日(水)より

◆税理士による「税金無料相談会」
�11月11日(月)、12月２日(月)、平成15年
１月14日(火)いずれも10時～12時、13時～
16時　�所得税(譲渡)、相続税(贈与)等の
相談　�＆�芦屋納税協会(131-5318)

◆11日～17日は「税を知る週間」
　税金展を開催します
�11月①12日(火)13日(水)10時～15時30
分②14日(木)15日(金)10時～16時　�①
コープこうべシーア店(住吉)②市役所南
館地下ロビー　�税の作品展等、①のみ
無料相談有り　�芦屋税務署(131-2131)

◆阪神福祉事業団嘱託職員募集
�特別養護老人ホーム、救護施設、知的
障害児(者)施設の直接処遇職員。採用予定
日は平成15年４月１日　�昭和42年４月
２日以降生まれで、高卒以上かつ保育士
免許か福祉関係資格の有資格者、若干名
�11月13日(水)までに下記へ。臨時職員
の募集有り。詳細は下記へ　�阪神福祉
事業団(1078-903-1661)

◆第２回阪神南地域夢会議を開催します
　地域ビジョン委員を中心に地域づくり
に向けた活動をしています。多くのかた
にご参加いただくため、第２回阪神南地
域夢会議を開催します。ぜひご参加を。
�11月16日(土)９時～17時　�市民セン
ター、芦屋市商工会館ほか※詳細は下記
へ　�阪神南県民局地域ビジョン担当
(106-6481-4558)

ラポルテ市民サービスコーナー(ラポ
ルテ本館３階131-3130)は、休館日のた
め、11月21日(木)は休業します。開業
日の執務時間は９時～17時15分です。
９時～10時は東側階段またはシースル
ーエレベーターをご利用ください。

◆人権週間のつどい「人々の中の私」
�曽野綾子氏(作家)の講演等　�11月27
日(水)13時30分～　�兵庫県公館　�往
復はがきに住所・氏名・年齢・電話番号
を明記し15日(金)＜必着＞までに下記へ
�県人権啓発協会(1078-242-5355 〒
650-0003 神戸市中央区山本通4-22-15)

◆国民金融公庫の「融資無料個別相談会」
�11月８日(金)12日(火)13時～16時(要予
約)　�芦屋市商工会館　�開業を目指す
かた等　�＆�芦屋市商工会(123-2071)

◆犬のしつけ方教室
�①11月26日(火)②11月28日(木)、いず
れも10時～11時30分、13時30分～15時
�①生活安全交流センター(猪名川町)②
川西市北陵公民館　�11月15日(金)ま
で。※詳細は右記へ　�県動物愛護セン
ター(106-6432-4599)

◆芦屋市民ゴルフデー
�11月29日(金)、12月13日(金)・26日
(木)、平成15年１月15日(水)・24日
(金)、２月13日(木)・26日(水)、３月12
日(水)・28日(金)　�市内在住の満20歳
以上のかた　�11月…14,110円、12～３
月…11,610円(特別料金。キャディ付／
消費税別)　�往復はがき(１枚１組４人
まで)に住所・氏名・電話番号・生年月
日を記入の上、希望プレー日の10日前ま
でに下記へ　�芦屋カンツリー倶楽部
(131-0501 〒659-0002 奥山1-25)

９/10～10/９までの受入順(敬称略)
保健福祉部総務課取り扱い分
[社会福祉のため]
●10万円、匿名●10万円、藤井康男
[くすのきのいえと三条デイサービスセ
ンターに]

●福祉車両２台、芦屋カンツリー倶楽部
芦屋病院取り扱い分
●医療用具(20万円相当)、北尾頼子
社会福祉協議会取り扱い分
●３千円、市民Ｋ
芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●１万円、匿名

■訂正します
『広報あしや』10月15日号３面の携帯電話
(ＥＺｗｅｂ)で大気汚染情報等が入手できる
アドレスに誤りがありました。正しくは、
http://www.pref.hyogo.jp/e/index.hdmlです。
訂正してお詫びします。

体育館・青少年センター競技場開放日
�11月９日(土)10時～17時(１時間単
位)　�市内の青少年、保護者(小学校
３年生以下保護者同伴)　�卓球、バ
ドミントン　�体育館・青少年セン
ター(131-8228)

『困ります！　自転車置きざり　知らんぷり』

　今年も、駅前放置自転車クリーンキャンペーンが県下
一斉に実施されます。放置自転車は、街の美観を損ねる
だけでなく、高齢者や障害者の日常生活に大きな影響を
及ぼしています。特に駅前や公共機関周辺には、まだ多
くの放置自転車がみられます。この運動を通して自転車
利用者のマナーの向上を呼びかけ、迷惑駐輪の防止を促
進しましょう。ご協力ください。

11月11日～17日に実施
放置自転車クリーンキャンペーン

問い合わせ　道路課　138-2063

第46回　芦屋市書道展作品募集

搬入日　　11月14日(木)午前10時～11時
搬入場所　市民センター301室
部門および出品料(１点につき)

　幼児・小学生の部…500円、中学生の部…1,000円、
　高校生の部…1,500円、一般の部(大学生含む、漢
　字の部／かなの部)…2,500円
会　期　11月15日～17日、午前９時～午後９時
　　　　(最終日は午後３時まで)
※詳細は募集要綱(生涯学習課・市民センター受付
　にあります)をご覧ください。

問い合わせ　生涯学習課　138-2091　

日　時　①11月９日(土)②11月21日(木)
　　　　いずれも午前９時30分～11時
会　場　①奥池北側②朝日ケ丘公園
講　師　日本ウォーキング協会公認指導員
内　容　１日１万歩の根拠やメディカル

チェック(講義)、ウォーキングの運
動強度・時間・フォーム(実技)、

　　　　ストレッチングのしかた(実技)、
　　　　靴の選び方や持ち物(実技)
※申し込み不要。当日直接会場へ　

秋季「気軽にウォーキング講座」

問い合わせ　スポーツ・青少年課　122-7910

寄　　　付

ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

お   し   ら   せ

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、
講師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、�申し込み、�問い合わせ
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【浜風の家の催し】
�①いきいき遊び塾②１日工作教室
③第34回浜風コンサート④コンピュ
ータ講座⑤カプラ積木であそぼう⑥
第35回浜風コンサート　�①11月２
日(土)13時30分～15時30分②９日(土)
13時30分～15時③10日(日)14時～15
時④20日(水)13時30分～14時30分⑤
24日(日)13時30分～15時30分⑥30日
(土)14時～15時　詳細は下記へ　�

＆�浜風の家(135-5700)

【あしや喜楽苑の催し】
�①ＡＬＬあしや喜楽苑展②いきい
き手作り作品展③転倒予防教室―転
ばぬ先のリハビリ教室　�①11月２
日～16日、９時～17時※９日(土)10
日(日)にバザーもあり②11月18日～
30日、９時～17時③11月15日(金)13
時30分～15時30分　�③中川友生氏
�＆�あしや喜楽苑(134-9287)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�11月２日(土)、６日(水)、20日
(水)10時30分～　�＆�ワークホー
ムつつじ・藤川(122-7044)

【三田谷フェスティバルの開催】
�11月２日(土)10時30分～14時　�

三田谷治療教育院グラウンド　�模
擬店・アトラクション等　�三田谷
フェスティバル実行委員会・仁頃
(ワークホームつつじ内 122-7044)

【社会保険労務士による無料相談会】
�11月３日(日・祝)10時～16時　�

モンテメール４階エスカレーター横
�各種公的年金、労働・社会保険、
人事・労働相談　�県社会保険労務
士西宮支部・山内(122-2856)

【くすのきのいえ文化祭】
�11月６日(水)10時～12時　�市民
センター音楽室　�人形劇と琴演奏等
�くすのきのいえ・三谷(134-6492)

【芦屋大学附属中・高等学校
　オープン・スクール】
�11月９日(土)10時～11時40分　�

講演会「夢と希望への挑戦」　�堀
江謙一氏　�＆�芦屋大学附属中・
高等学校(131-0666 FAX31-6641)

【市民ハイキング】
�11月10日(日)７時30分～　�阪神
芦屋駅改札口前集合→有馬→番匠屋
畑尾根→阪急御影駅　�1,110円　�

弁当ほか　� 芦屋登山会・大山
(131-1923、夜間のみ)

【カヌージュニア指導者研修会】
�11月10日(日)10時～16時(雨天決
行)　�海洋体育館　�カヌー技術の
向上および指導者を目指すかた　	

＆�11月９日(土)までに県カヌー協
会理事長・二宮(芦屋南高等学校内
134-1531 FAX34-1532)へ

【ガレージセール】
�11月10日(日)11時～16時(雨天の場
合17日)　�宮本産婦人科駐車場
�衣料品・日用雑貨等　�国際ソロ
プチミスト芦屋・門(134-0115)

【無料講演会“就学までの子育て―
　集中力とおもちゃ”】
�11月13日(水)14時～15時30分　�

市民センター218室　�樋口正春氏
�芦屋ハーモニーライオンズクラブ
・大川(135-8448)
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れ
る
「
本
た
で
」
で
、
葉
を
噛
む
と
ピ

リ
ッ
と
し
た
辛
味

が
舌
を
走
り
ま

す
。
ボ
ン
ト
ク
タ

デ
も
ヤ
ナ
ギ
タ
デ

に
よ
く
似
て
い
ま

す
が
、
花
は
ピ
ン

ク
色
、
葉
は
や
や

幅
広
く
、
上
面
に

黒
い
斑
の
あ
る
も
の
が
多
く
、
葉
に
辛
味

が
な
い
等
で
区
別
で
き
ま
す
。
芦
屋
川
に

多
い
で
す
が
、
宮
川
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

宮
川
に
は
、
ヒ
メ
ツ
ル
ソ
バ
が
見
ら
れ
ま

す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
原
産
で
、
鑑
賞
用
に

庭
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
逸
出

し
て
野
生
化
し
た
も
の
で
す
。
宮
川
の
も

の
も
そ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
み

な
タ
デ
の
仲

間
で
、
秋
に

は
一
段
と
多

く
の
種
類
が

花
を
咲
か
せ

ま
す
。

　
妻
の
実
家
が
あ
る
芦
屋
に
住
ん
で
三
十

年
に
な
る
。
三
人
の
息
子
た
ち
も
生
っ
粋

の
芦
屋
人
に
成
長
し
た
。

　
芦
屋
市
は
転
入
、
転
出
が
多
く
、
四
年

に
人
口
相
当
数
が
入
れ
替
わ
る
。
定
住
率

の
低
い
都
市
だ
そ
う
だ
。

　
こ
う
し
た
人
口
変
動
の
激
し
い
地
域
で

は
ど
う
し
て
も
地
域
へ
の
愛
着
が
希
薄
と

な
り
、
自
治
意
識
も
欠
如
し
、
参
画
参
加

型
よ
り
傍
観
型
と
な
る
。

　
そ
の
結
果
、
市
政
、
議
会
へ
の
無
関
心

が
不
祥
事
を
生
む
温
床
に
な
っ
て
い
る
と

い
え
る
。

　
去
る
九
月
二
十
五
日
、
今
年
も
秋
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
妻
と
二
人
で
参
加
し
た
。

　
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
は
例
年
通
り
、
今
年

は
意
外
と
ご
み
が
少
な
か
っ
た
。
一
度
、

全
町
内
毎
に
全
員
参
加
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
提
案
し
た
い
。

市
民
の
意
識
改
革
こ
そ
急
務

松
浜
町
　
千
葉
　
純
一
郎

前田町　久米　博

　芦屋川でカワセミを見かけたのが発端で、時々カメラを携
えて芦屋川を散策していた時、偶然にヤツガシラを見つけま
した。野鳥図鑑によりますと、旅鳥として春秋に渡来し、日
本海の離島、南西諸島で観察されるが、それ以外ではまれと
書かれています。この周辺では、六甲山の草地で観察された
ことがあると聞きましたが、市街地に飛来して降り立つよう
なことは極めて珍しいのではないかと思われます。

【住まい方＜改造＞講座】
�11月10日、12月１日、平成15年１
月19日、いずれも日曜、14時～16時
�市民センター217室　�前出英子氏
(収納・リフォームアドバイザー)　
�先着30人　	＆�ジェンダーフ
リーを考える会(1/FAX 34-1402)

【精神障害者家族教室】
�11月13日(水)13時45分～15時45分
�市民センター403室　�病気の話
�寺内嘉一氏(精神科医師)※要予約
	＆�芦屋家族会(132-0441)

【巨匠ピアニスト：イエルク・デムス
ピアノ演奏法公開レッスン】

�11月10日(日)13時～19時　�50人
（要予約）　�4,000円（聴講料）　�

セシリアサロンクラシックホール　
	＆�芦屋芸術村・篠原(135-5889)

【ＭＯＡ美術館芦屋児童作品展】
�11月15日～17日、９時～17時(最
終日は15時)　�公民館ギャラリー　
�実行委員会(138-7575)

【家事と家計の講習会】
�11月15日(金)10時～12時　�市民セ
ンター201・202室　�教育費が大きく
なってきた家計　�400円。託児(１歳
６カ月以上)200円※要予約　�全国友
の会芦屋方面・田中(132-2609)

【人・まち・未来…郷土の歴史と文化】
�11月16日(土)19時～21時　�ラポ
ルテ西館集会所　�打出焼徹底検証
�船戸町自治会・市居(132-8554)

【身障協会研修バスツアー】
�11月23日(土・祝)８時～17時30分
�精道小学校東門前集合→若狭神宮
寺と舞鶴引き揚げ記念館　�先着40
人　�１人5,000円　	11月７日(木)
まで、13時30分～16時に市民セン
ター３階へ　�身体障害者福祉協
会・長谷(123-2454 FAX38-5377)

【愛の献血運動にご協力を】
�11月23日(土・祝)10時～16時　�

ラポルテ前広場　�芦屋ハーモニー
ライオンズクラブ(131-8448)

【トウイン チャリティ－ コンサ－ト】
�11月24日(日)13時30分～　�ルナ
・ホ－ル　�ヴァイオリン、ピア
ノ、フル－トによる名曲の演奏とソ
プラノ歌唱　�前売り(市民センター
内グリル業平で販売)1,500円、当日
2,000円　�(財)飯田 隠遺徳顕彰会
(122-2610)

【和洋館旧横田邸を訪ねて】
�11月30日(土)13時10分～17時　�

市役所北広場集合→東芦屋町(雨天決
行)　�500円、バス代　�芦屋の景
観を考える会・福嶋(131-7986)

【芦屋17℃倶楽部にご参加を】
�高齢者の生きがい活動・趣味活動
�60歳以上のかた、20人程度　�毎
週月・水・金、９時30分～11時30分
�材料費等　※11月３日(日・祝)10
時～11時に説明会あり　�＆�芦屋
17℃倶楽部(135-6880 打出小槌町3-16)

【パソコン入門編無料講座】
�12月の火曜日と木曜日のそれぞれ
午前コース、午後コース(各４回)　
�各６人　	８日（金）までに電話で
下記へ※ほかに年賀状・デジカメ・
メール等の講座（有料）もあり　�あ
しや情報発信ＩＴサロン芦屋コミュ
ニティスペースA-cos（エイコス）
(135-1511)

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
互
い
に
支

え
会
う
地
域
社
会
の
連
帯
を
深
め
る
関
係

を
築
き
上
げ
、
自
分
た
ち
の
住
む
街
を
、

住
み
よ
い
街
に
つ
く
り
変
え
る
自
治
意
識

の
変
革
こ
そ
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

芦
屋
川
・
宮
川
の

河
原
に
見
ら
れ
る
雑
草
た
ち 

５

ー
秋
に
河
原
を
彩
る
タ
デ
科
の
花
た
ち
ー

●凡例…�日時（日程）、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講
師、
出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、
�問い合わせ

ミゾソバの花ミゾソバの花�ミゾソバの花�

イヌタデイヌタデ�イヌタデ�

ヤナギタデヤナギタデ�ヤナギタデ�

オオイヌタデオオイヌタデ�オオイヌタデ�

ボントクタデボントクタデ�ボントクタデ�

ヒメツルソバヒメツルソバ�ヒメツルソバ�


